
 

 

第２７・２８・２９回 ヒヤリ・ハット事例等収集結果 
 

－ 医療機器 － 
 

本報告は、独立行政法人医薬品医療機器総合機構が、医薬品の使用方法及び名

称・包装等の物的要因の観点から、財団法人日本医療機能評価機構がホームペー

ジ等で公開している医療事故情報等収集事業第１４回（平成２０年９月３０日公表）、

第１５回（平成２０年１２月９日公表）及び第１６回（平成２１年３月２４日公表）報告書

中のヒヤリ・ハット事例記述情報及び医療事故事例の概要について、安全管理対策

に関する調査・検討を行い結果を報告したものである。 

 

 

別添１) 医療機器の安全使用に関して製造販売業者等による対策が必要又は可能と 

考えられた事例                                  ・・・・・・ ｐ．１ 

 

別添２) 製造販売業者等により既に対策がとられている、もしくは対策を既に 

検討中の事例                                              ・・・・・・ ｐ．２ 

                                            

別添３）ヒューマンエラーやヒューマンファクターに起因すると考えられた事例 ・・・・・・ ｐ．６ 

・ 第１４・１５・１６回報告書医療事故事例                 ・・・・・・ ｐ．６ 

・ 第１４・１５・１６回報告書ヒヤリ・ハット事例                ・・・・・・ ｐ．９ 

 

別添４）情報不足等のため製造販売業者による対策が困難と考えられた事例 ・・・・・・ ｐ．２４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 ３ 



1 
 

平成 21 年 8 月 7 日 

 

 

平成 21 年度 第２回医薬品・医療機器安全使用対策検討会結果報告 
 

 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 

 

 

１．調査対象の範囲 

財団法人日本医療機能評価機構の医療事故情報収集事業第 14 回、第 15 回及び第 16 回

の報告書中の医薬品に関するヒヤリ・ハット事例記述情報及び医療事故事例 
 
 
【第 14 回報告書】 

1) 医療事故関係については、平成 20 年 4 月 1 日～6 月 30 日の間に報告された事例 

2) ヒヤリ・ハット関係については、平成 20 年 2 月 19 日～5 月 12 日の間に報告された事例

（事例発生月：平成 20 年 1 月～平成 20 年 3 月） 
 
 
【第 15 回報告書】 

1) 医療事故関係については、平成 20 年 7 月 1 日～9 月 30 日の間に報告された事例 

2) ヒヤリ・ハット関係については、平成 20 年 5 月 13 日～8 月 11 日の間に報告された事例

（事例発生月：平成 20 年 4 月～平成 20 年 6 月） 
 
 
【第 16 回報告書】 

1) 医療事故関係については、平成 20 年 10 月 1 日～12 月 31 日の間に報告された事例 

2) ヒヤリ・ハット関係については、平成 20 年 8 月 12 日～11 月 10 日の間に報告された事例

（事例発生月：平成 20 年 7 月～平成 20 年 9 月） 
 

 

２．検討方法 

医療機器に起因するヒヤリ・ハット等の事例について、医療機器としての観点から安全管理

対策に関する専門的な検討を行うため、各医療関係職能団体代表、学識経験者等の専門

家及び製造販売業者の代表から構成される標記検討会を開催し、医療機器の物的要因に

対する安全管理対策について検討した。 
 

 

３．調査結果 

医療機器製造販売業者等による安全使用対策の必要性の有無により、報告書中の記述

情報６２事例を調査したところ、下記表の結果となった。 
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調査結果 第14回 第15回 第16回 件数 割合 

医療機器の安全使用に関して製造販売業者等

による対策が必要又は可能と考えられた事例 
0 0 1 1 1.6% 

製造販売業者等により既に対策がとられてい

るもの、もしくは対策を既に検討中の事例 
2 1 5 8 12.9% 

ヒューマンエラーやヒューマンファクターに

起因すると考えられた事例 
12 15 20 47 75.8% 

情報不足等のため製造販売業者による対策が

困難と考えられた事例 
2 4 0 6 9.7% 

計 16 20 26 62 100% 

 

 

 

４．検討結果の調査結果 

 

1） 医療機器の安全使用に関して製造販売業者等による対策が必要又は可能と考えられた

事例（別添１） 
 

（ヒヤリ・ハット事例） 

気道内圧モニター用チューブへの水分貯留による気道内圧の誤測定事例（１番） 

 

 

2） 製造販売業者等により既に対策がとられているもの、もしくは対策を既に検討中の事例

（別添２） 

 

（事故事例） 
人工鼻と加温加湿器の併用に関する事例（１番） 

ジャクソンリース回路と人工鼻の併用による閉塞事例（２番） 

ウォータートラップの取扱いに関する事例（３番） 

人工呼吸器回路の取扱いに関する事例（４番） 

 

（ヒヤリ・ハット事例） 
人工呼吸器の表示エラーに関する事例（１番） 

ウォータートラップの不具合に関する事例（２番） 

加温加湿器の接続忘れに関する事例（３番） 

人工呼吸器電源基板の不具合に関する事例（４番） 

 

 

3） ヒューマンエラーやヒューマンファクターに起因すると考えられた事例（別添３） 

 

 

4） 情報不足等のため製造販売業者による対策が困難と考えられた事例（別添４） 
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1

報
告

回
具

体
的

内
容

背
景

・
要

因
改

善
策

調
査

結
果

1
第

１
６
回

ＩＰ
Ａ
Ｐ
を
２
７
に
設
定
し
た
が
実
値
１
７
～

１
８
で
あ
っ
た
た
め
、
医
師
の
指
示
に
て
ＩＰ
Ａ

Ｐ
を
３
４
に
設
定
し
た
。
医
師
か
ら
も
マ
ス
ク

脇
か
ら
の
リ
ー
ク
が
考
え
ら
れ
る
と
の

説
明

を
家
固
定
を
強
化
し
た
。
リ
ー
ク
の
原

因
を

業
者
に
確
認
し
、
圧
セ
ン
サ
ー
と
加
湿

器
の

水
を
破
棄
し
た
こ
ろ
、
実
値
２
７
～
２
８
ま
で

上
昇
が
み
ら
れ
た
。
勤
務
交
代
時
に
セ
ン

サ
ー
の
水
滴
は
確
認
し
て
い
た
が
、
家

族
と

確
認
し
た
際
に
や
や
水
が
貯
ま
っ
て
い
た
。

勤
務

交
代

時
に
セ
ン
サ

ー
の

水
滴

は
確

認
し
て
い
た
が

、
確

認
が

十
分

で
は

な
か

っ
た
。

リ
ー
ク
が

あ
る
と
分

か
っ
た
時

点
で
圧

セ
ン

サ
ー
の

水
滴

を
再

度
確

認
す
る
必

要
が

あ
っ

た
。

・
勤

務
交

代
時
に
セ
ン
サ
ー
の
水
滴
は
確
認

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
確
認
が
足
り
な
か
っ

た
こ
と
を
両
親
に
謝
罪
し
た
。

・
今

回
は

、
医
師
の
最
初
の
指
示
通
り
（
ＩＰ
Ａ

Ｐ
２
７
）
程
度
の
圧
が
実
値
で
か
か
っ
て
い
た

た
め
問

題
な
か
っ
た
が
、
圧
セ
ン
サ
ー
感
知

不
良

に
気
付
か
な
け
れ
ば
そ
れ
以
上
の
圧
を

か
け
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
っ
た
た
め
、
今
後
は

頻
回

に
圧
セ
ン
サ
ー
の
水
滴
を
確
認
す
る
。

気
道
内
圧
モ
ニ
タ
ー
用
チ
ュ
ー
ブ
を

有
す
る
人
工
呼
吸
器
回
路
で
は
、
当

該
ラ
イ
ン
に
水
分
が
貯
留
す
る
こ
と

に
よ
り
、
気
道
内
圧
を
誤
測
定
す
る

リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
使
用

対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

製
造

販
売

業
者

等
に
よ
る
対

策
が

必
要

又
は

可
能

と
考

え
ら
れ

た
事

例
（
ヒ
ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト
事

例
）

別
添

１

1
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報
告

回
分

類
発

生
場

所
事

故
の

程
度

事
例

概
要

調
査

結
果

1
第

1
4
回

回
路

病
室

障
害

の
可

能
性

な
し

看
護

師
は

人
工

呼
吸

器
の

点
検

を
臨

床
工

学
士

に
依

頼
し

た
。

人
工

呼
吸

器
の

回
路

交
換

を
確

認
す

る
際

、
加

温
加

湿
器

を
使

用
す

る
回

路
に

人
工

鼻
を

接
続

し
、

患
者

に
装

着
し

た
。

呼
気

抵
抗

の
増

加
に

よ
る

呼
吸

障
害

を
起

こ
し

た
。

人
工

鼻
と

加
温

加
湿

器
の

併
用

に
関

し
て

は
、

平
成

2
0
年

9
月

1
1
日

付
薬

食
審

査
発

第
0
9
1
1
0
0
4
号

・
薬

食
安

発
第

0
9
1
1
0
0
2
号

連
名

通
知

「
人

工
呼

吸
器

に
お

け
る

人
工

鼻
と

加
温

加
湿

器
の

併
用

に
係

る
添

付
文

書
の

自
主

点
検

等
に

つ
い

て
」
等

に
よ

り
注

意
喚

起
を

実
施

し
、

関
係

企
業

の
添

付
文

書
の

改
訂

等
も

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

。

2
第

1
6
回

回
路

手
術

室
障

害
の

可
能

性
（
高

い
）

医
師

は
酸

素
を

投
与

す
る

た
め

、
人

工
呼

吸
回

路
に

ジ
ャ

ク
ソ

ン
リ

ー
ス

回
路

（
Ｏ

Ｒ
ジ

ャ
ク

ソ
ン

リ
ー

ス
セ

ッ
ト

）
を

接
続

し
た

。
そ

の
後

、
医

師
が

フ
ィ

ル
タ

付
人

工
鼻

を
接

続
し

た
と

こ
ろ

、
患

者
が

換
気

不
能

の
状

態
と

な
り

気
胸

と
な

っ
た

。

ジ
ャ

ク
ソ

ン
リ

ー
ス

回
路

と
人

工
鼻

の
併

用
に

関
し

て
は

、
既

に
同

様
の

事
例

が
過

去
に

も
発

生
し

て
お

り
､当

該
ジ

ャ
ク

ソ
ン

リ
ー

ス
回

路
は

､平
成

1
3
年

～
1
4
年

に
か

け
て

メ
ー

カ
ー

に
よ

る
自

主
回

収
が

行
わ

れ
て

い
た

。
し

か
し

、
回

収
対

象
製

品
に

よ
る

同
様

の
事

故
が

発
生

し
た

た
め

、
平

成
2
0
年

1
1
月

1
9
日

付
薬

食
安

発
第

1
1
1
9
0
0
1
号

通
知

「
ジ

ャ
ク

ソ
ン

リ
ー

ス
回

路
の

回
収

等
に

つ
い

て
」
等

に
よ

り
注

意
喚

起
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

。
ま

た
、

関
係

企
業

に
対

し
て

、
東

京
都

よ
り

回
収

命
令

が
出

さ
れ

て
い

る
。

製
造

販
売

業
者

等
に

よ
り

既
に

対
策

が
と

ら
れ

て
い

る
も

の
、

も
し

く
は

対
策

を
既

に
検

討
中

の
事

例
（
事

故
事

例
）

別
添

２

2
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2

報
告

回
分

類
発

生
場

所
事

故
の

程
度

事
例

概
要

調
査

結
果

製
造

販
売

業
者

等
に

よ
り

既
に

対
策

が
と

ら
れ

て
い

る
も

の
、

も
し

く
は

対
策

を
既

に
検

討
中

の
事

例
（
事

故
事

例
）

3
第

1
6
回

回
路

病
室

障
害

の
可

能
性 な
し

人
工

呼
吸

器
回

路
（
サ

ー
ボ

９
０

０
）
の

水
抜

き
を

行
い

再
装

着
し

た
後

に
ア

ラ
ー

ム
が

鳴
り

Ｓ
ｐ
Ｏ

２
が

低
下

し
た

。
痰

が
貯

ま
っ

て
い

る
と

思
い

吸
引

を
行

っ
た

が
、

痰
は

引
け

ず
呼

吸
状

態
さ

ら
に

悪
化

し
た

。
人

工
呼

吸
器

を
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
ウ

ォ
ー

タ
ー

ト
ラ

ッ
プ

が
ゆ

る
ん

で
い

た
こ

と
が

判
明

し
た

。

人
工

呼
吸

器
回

路
内

の
ウ

ォ
ー

タ
ー

ト
ラ

ッ
プ

の
取

扱
い

に
関

し
て

は
、

平
成

2
1

年
3
月

5
日

付
薬

食
安

発
第

0
3
0
5
0
0
1
号

通
知

「
人

工
呼

吸
器

回
路

内
の

ウ
ォ

ー
タ

ー
ト

ラ
ッ

プ
の

取
扱

い
に

関
す

る
医

療
事

故
防

止
対

策
に

つ
い

て
」
に

よ
り

注
意

喚
起

等
を

実
施

し
て

い
る

と
こ

ろ
。

4
第

1
6
回

呼
吸

器
本

体
病

室
障

害
な

し

患
者

は
人

工
呼

吸
器

（
ニ

ュ
ー

ポ
ー

ト
ベ

ン
チ

レ
ー

タ
Ｈ

Ｔ
５

０
）
に

よ
り

呼
吸

管
理

を
行

っ
て

い
た

。
訪

室
時

、
患

者
は

、
顔

面
・
前

胸
部

に
多

量
の

発
汗

が
あ

り
、

開
眼

し
て

い
る

が
呼

び
か

け
に

反
応

が
な

く
、

Ｈ
Ｒ

 =
 １

２
８

　
Ｓ

ｐ
Ｏ

２
９

９
～

１
０

０
％

で
あ

っ
た

。
テ

ス
ト

ラ
ン

グ
に

よ
り

確
認

す
る

と
、

人
工

呼
吸

器
の

ア
ラ

ー
ム

は
鳴

ら
な

か
っ

た
が

回
路

に
水

滴
が

多
く

付
着

し
、

回
路

を
持

ち
上

げ
る

と
水

が
テ

ス
ト

ラ
ン

グ
と

呼
気

回
路

に
流

れ
た

。
ア

ン
ビ

ュ
ー

バ
ッ

ク
で

換
気

す
る

と
数

分
で

患
者

の
意

識
が

レ
ベ

ル
改

善
し

た
。

呼
吸

回
路

の
異

常
を

疑
い

、
蛇

管
を

交
換

し
た

。
そ

の
後

、
Ｐ

Ｅ
Ｅ

Ｐ
圧

は
０

で
あ

っ
た

が
呼

気
終

末
圧

が
５

ま
で

し
か

下
が

ら
な

い
状

態
が

続
い

た
た

め
人

工
呼

吸
器

を
交

換
し

た
。

当
該

事
例

に
つ

い
て

は
、

当
該

企
業

か
ら

不
具

合
報

告
が

行
わ

れ
て

お
り

、
企

業
に

よ
る

検
証

の
結

果
、

当
該

事
象

の
再

現
は

な
く
、

機
器

に
故

障
等

が
な

い
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

原
因

は
呼

気
弁

キ
ャ

リ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
が

適
正

に
実

施
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
、

及
び

呼
吸

回
路

に
水

滴
が

付
着

し
て

い
た

こ
と

で
あ

っ
た

。
呼

気
弁

キ
ャ

リ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

適
切

に
行

う
こ

と
及

び
呼

吸
回

路
内

の
水

分
を

適
切

に
排

水
す

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
添

付
文

書
等

で
注

意
喚

起
済

み
で

あ
る

。
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1
／

2

報
告

回
具

体
的

内
容

背
景

・
要

因
改

善
策

調
査

結
果

1
第

１
４

回

呼
吸

器
（
ニ

ュ
ー

ポ
ー

ト
Ｅ

 1
0
0
 Ｍ

）
の

始
業

前
点

検
を

行
っ

た
と

こ
ろ

デ
ジ

タ
ル

表
示

が
「
8
.8

8
」
に

な
っ

て
お

り
、

普
段

は
点

灯
し

て
い

な
い

ラ
ン

プ
も

全
部

点
灯

し
て

い
た

。
リ

セ
ッ

ト
ボ

タ
ン

を
押

し
て

も
復

旧
し

な
か

っ
た

。
呼

吸
器

は
作

動
し

て
お

り
、

換
気

量
の

実
測

値
も

指
示

通
り

で
あ

っ
た

。
患

者
も

異
常

は
な

か
っ

た
が

予
備

の
呼

吸
器

と
交

換
し

た
。

毎
年

点
検

を
し

て
い

る
の

で
、

呼
吸

器
の

故
障

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。

・
業

者
に

点
検

を
依

頼
し

た
と

こ
ろ

、
正

常
作

動
で

あ
る

と
の

返
事

だ
っ

た
が

、
持

ち
帰

っ
て

も
ら

っ
た

。

製
造

販
売

業
者

に
よ

る
検

証
の

結
果

、
当

該
事

例
は

再
現

さ
れ

ず
問

題
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
し

か
し

、
念

の
た

め
、

当
該

企
業

は
当

該
機

器
の

オ
ー

バ
ー

ホ
ー

ル
を

実
施

し
た

と
の

こ
と

。

2
第

１
５

回

ウ
ォ

ー
タ

ー
ト

ラ
ッ

プ
の

水
を

廃
棄

し
、

呼
吸

器
に

装
着

し
た

。
３

時
間

後
、

患
者

か
ら

「
空

気
が

入
っ

て
こ

な
い

」
と

訴
え

が
あ

り
、

確
認

す
る

と
ウ

ォ
ー

タ
ー

ト
ラ

ッ
プ

の
パ

ッ
キ

ン
が

半
分

脱
落

し
て

い
た

。

形
状

の
変

更
が

あ
っ

た
が

、
業

者
か

ら
取

り
扱

い
に

つ
い

て
説

明
が

な
か

っ
た

。
・
他

の
施

設
か

ら
の

情
報

で
業

者
が

取
り

扱
い

説
明

の
用

紙
を

出
し

た
。

・
そ

の
情

報
と

取
り

扱
い

を
伝

達
し

た
。

当
該

事
例

に
つ

い
て

は
、

当
該

企
業

か
ら

不
具

合
報

告
が

行
わ

れ
て

お
り

、
ウ

ォ
ー

タ
ー

ト
ラ

ッ
プ

の
品

質
上

の
問

題
か

ら
当

該
企

業
に

よ
り

自
主

回
収

が
実

施
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
。

製
造

販
売

業
者

等
に

よ
り

既
に

対
策

が
と

ら
れ

て
い

る
も

の
、

も
し

く
は

対
策

を
既

に
検

討
中

の
事

例
（
ヒ

ヤ
リ

・
ハ

ッ
ト

事
例

）

4



2
／

2

報
告

回
具

体
的

内
容

背
景

・
要

因
改

善
策

調
査

結
果

製
造

販
売

業
者

等
に

よ
り

既
に

対
策

が
と

ら
れ

て
い

る
も

の
、

も
し

く
は

対
策

を
既

に
検

討
中

の
事

例
（
ヒ

ヤ
リ

・
ハ

ッ
ト

事
例

）

3
第

１
６

回

Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｐ

を
装

着
中

の
患

者
。

加
湿

加
温

器
の

水
を

補
給

し
た

後
、

回
路

が
加

温
加

湿
器

本
体

に
接

続
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
を

他
の

看
護

師
が

発
見

し
た

。
担

当
者

は
水

を
補

給
し

て
そ

の
場

を
離

れ
た

後
、

患
者

の
元

へ
は

戻
っ

て
い

な
か

っ
た

。
発

見
さ

れ
る

ま
で

４
０

分
ほ

ど
の

間
、

加
湿

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

と
考

え
た

。

本
体

に
入

っ
て

い
た

水
を

捨
て

、
新

し
い

水
を

入
れ

て
温

度
が

適
温

に
下

が
る

の
を

待
ち

、
再

び
接

続
し

た
。

・
回

路
を

は
ず

し
た

際
は

、
患

者
の

側
を

離
れ

る
前

に
必

ず
指

差
し

確
認

を
し

、
回

路
が

正
し

く
本

体
に

接
続

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

。

当
該

事
例

に
つ

い
て

は
、

平
成

1
6
年

1
1

月
2
6
日

付
薬

食
審

査
発

第
1
1
2
6
0
0
9

号
・
薬

食
安

発
第

1
1
2
6
0
0
1
号

連
名

通
知

「
加

温
加

湿
器

に
係

る
使

用
上

の
注

意
等

の
改

訂
に

つ
い

て
」
に

よ
り

、
 加

温
加

湿
器

に
給

水
す

る
際

に
、

ガ
ス

ポ
ー

ト
を

使
用

す
る

こ
と

を
禁

止
す

る
旨

の
添

付
文

書
改

訂
が

行
わ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
。

4
第

１
６

回

人
工

呼
吸

器
（
Ｅ

５
０

０
）
ア

ラ
ー

ム
が

鳴
っ

て
お

り
､確

認
に

行
く
と

､液
晶

モ
ニ

タ
ー

が
消

え
､パ

ネ
ル

と
呼

吸
器

本
体

の
間

よ
り

白
煙

が
あ

が
り

､焦
げ

臭
い

に
お

い
が

た
ち

こ
め

て
い

る
の

を
発

見
し

た
｡患

者
の

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
に

変
化

無
く
､

直
ぐ

に
ジ

ャ
ク

ソ
ン

リ
ー

ス
に

よ
る

手
動

換
気

を
行

い
､リ

ー
ク

テ
ス

ト
を

行
っ

た
呼

吸
器

に
変

更
す

る
と

共
に

､Ｍ
Ｅ

当
直

者
､

ＩＣ
Ｕ

指
導

医
､夜

勤
係

長
へ

報
告

し
､Ｉ

Ｃ
Ｕ

指
導

医
に

よ
り

呼
吸

状
態

と
バ

イ
タ

ル
に

異
常

の
な

い
事

確
認

さ
れ

た
｡Ｍ

Ｅ
に

よ
り

原
因

を
調

べ
る

為
､呼

吸
器

を
点

検
に

出
し

た
｡

点
滴

や
､水

滴
等

の
影

響
が

あ
る

場
所

で
の

設
置

で
は

な
か

っ
た

。
・Ｍ

Ｅ
セ

ン
タ

ー
､業

者
に

よ
り

原
因

を
追

求
す

る
｡

・
機

械
は

故
障

す
る

可
能

性
が

あ
る

も
の

と
い

う
意

識
で

､
人

工
呼

吸
器

管
理

の
患

者
に

す
ぐ

バ
ッ

ク
換

気
が

で
き

る
よ

う
に

環
境

整
備

を
行

っ
て

ゆ
く
｡

・
院

内
の

Ｅ
５

０
０

を
使

用
す

る
各

部
署

へ
注

意
喚

起
を

行
う

。

当
該

事
例

に
つ

い
て

は
、

当
該

企
業

か
ら

不
具

合
報

告
が

行
わ

れ
て

お
り

、
検

証
の

結
果

、
原

因
は

当
該

人
工

呼
吸

器
の

外
部

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

内
の

電
源

基
板

上
の

ハ
ン

ダ
付

け
不

良
に

よ
る

も
の

と
判

明
し

て
い

る
。

既
に

当
該

機
器

に
つ

い
て

は
当

該
企

業
に

よ
り

自
主

改
修

が
実

施
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
。
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1
／

1

分
類

発
生

場
所

事
故

の
程

度
事

例
概

要
調

査
結

果

1
回

路
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
障

害
な

し

患
者

の
人

工
呼

吸
器

回
路

の
接

続
部

が
外

れ
、

ア
ラ

ー
ム

が
鳴

っ
た

。
し

か
し

、
担

当
し

て
い

た
看

護
師

は
、

一
番

奥
の

病
室

の
患

者
の

処
置

を
実

施
し

て
い

た
た

め
人

工
呼

吸
器

の
ア

ラ
ー

ム
が

聞
こ

え
な

か
っ

た
。

別
の

患
者

に
対

応
し

て
い

た
リ

ー
ダ

ー
看

護
師

は
、

中
央

モ
ニ

タ
ー

の
ア

ラ
ー

ム
が

持
続

的
に

鳴
り

響
い

て
い

る
こ

と
に

不
信

を
抱

き
、

確
認

を
し

た
と

こ
ろ

患
者

の
心

拍
数

が
3
0
 台

/
 分

で
あ

る
こ

と
に

気
付

い
た

。

・
確

認
が

不
十

分
で

あ
っ

た

2
回

路
病

室
障

害
な

し

人
工

呼
吸

管
理

中
の

患
者

の
家

族
が

回
路

内
の

水
滴

を
ウ

ォ
ー

タ
ー

ト
ラ

ッ
プ

へ
流

す
た

め
回

路
を

動
か

し
た

際
、

回
路

の
外

側
に

湿
り

気
を

感
じ

、
そ

の
部

位
よ

り
、

水
が

漏
れ

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
業

者
に

確
認

す
る

と
、

回
路

の
吸

気
側

部
に

1
m

m
弱

の
キ

ズ
が

あ
っ

た
。

・
確

認
が

不
十

分
で

あ
っ

た

3
回

路
病

室
障

害
な

し

救
命

士
実

習
生

と
看

護
師

は
、

人
工

呼
吸

器
を

装
着

し
て

い
る

患
者

の
体

重
測

定
を

、
ス

ケ
ー

ル
体

重
計

を
用

い
て

行
っ

た
。

そ
の

際
、

気
管

カ
ニ

ュ
ー

レ
の

カ
フ

が
膨

ら
ん

だ
ま

ま
脱

管
し

た
。

・
技

術
（
手

技
）
が

未
熟

だ
っ

た

・
技

術
（
手

技
）
を

誤
っ

た

ヒ
ュ

ー
マ

ン
エ

ラ
ー

や
ヒ

ュ
ー

マ
ン

フ
ァ

ク
タ

ー
に

起
因

す
る

と
考

え
ら

れ
た

事
例

（
第

１
４

回
　

事
故

事
例

）
別

添
３
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